
 

新たな土地改良長期計画の審議の進め方（案） 
 
 

１．これまでの検討経緯  
 
○ 平成 30 年度は、農業・農村及びそれらを取り巻く環境が大きく変化する

中での目指すべき農業・農村像及びその実現のために農業農村整備が果たす
べき役割について検討を実施。 

                                             
○ 令和元年度においては、平成 30 年度の検討結果を「農業農村整備の新た

なフロンティア」として取りまとめ、「新たな食料・農業・農村基本計画（令
和２年３月閣議決定）」に反映させるとともに、次期土地改良長期計画の策
定を視野に入れつつ、今後の農業農村整備の推進方向を検討するため、現行
土地改良長期計画（平成 28 年８月閣議決定）の実施状況等について審議。 

 
２．本年度の検討の進め方  
  

○ 土地改良長期計画案の作成に向けて本格的な検討を進めることとし、我が
国の活力ある農業・農村を次の世代につなぐため、農業農村整備事業が果た
すべき役割等を整理しつつ、「新たな食料・農業・農村基本計画」に加え、
「国土強靱化基本計画（平成 30 年 12 月 14 日変更閣議決定）」等の上位政
策に位置付けられた政策課題を踏まえた検討を実施。 

 
 
３．検討の基本的な視点  
 

視 点 主要な政策課題 

① 人口減少下で持続的に
発展する農業の振興 

・農地の集積、集約化による農業の大規模化、
高収益作物の導入・転換、スマート農業の導
入、輸出等の新しい農業の展開 

・新技術も活用した農地、農業水利施設の適切
な管理 

② 多様な主体が住み続け
られる農村の振興 

・雇用確保、所得増大を通じた農村に住むため
の基礎的な条件整備 

・地域資源を適切に保全管理しつつ持続可能な
形で最大限活用し、農業・農村の多様性を活
かした農村の振興 

③ 農業・農村インフラの
持続性・強靱性の強化 

・農業水利施設やため池等の管理、保全を含む
農業・農村の防災・減災対策 

・土地改良区の体制強化、地域の人材育成・確保 

 

 

資料２ 



 

新たな土地改良長期計画の策定スケジュール（案） 
 

時 期 主な審議事項 

令和２年 

６月 24 日 

 

 

７月 

 

 

８月 

 

９月 

 

 

10 月 

 

 

11 月 

 

 

令和３年 

２月 

 

 

３月 

 

 

 

○ 第１回 農業農村振興整備部会 

・諮問 

 

○ 第２回 農業農村振興整備部会 

・現地調査 

 

○ 地方懇談会 

 

○ 第３回 農業農村振興整備部会 

 ・論点整理 

 

○第４回 農業農村振興整備部会 

 ・枠組み（政策課題、目標等）の整理 

 

○ 第５回 農業農村振興整備部会 

・中間とりまとめ 

 

 

○ 第６回 農業農村振興整備部会 

・計画案とりまとめ 

 

○ 第７回 農業農村振興整備部会 

・答申 

→ 閣議決定 

※ スケジュールについては、今後の議論の状況等に応じて変更される可能性がある。 


